
施設の内訳

回答施設数 患者数

大学病院 4 7

一般病院 9 18

クリニック 6 8

合計 19 33

北海道地方 1 3

東北地方 2 2

関東地方 4 6

中部地方 4 8

東海地方 1 1

北陸地方 1 6

関西地方 0 0

中国地方 0 0

四国地方 4 5

九州地方 2 2

沖縄 0 0

合計 19 33

施設数 患者数

45施設中19施設より回答（42.2%）
患者数33名

大学病院

一般病院

診療所

施設数

大学病院

一般病院

診療所

患者数

図１



n=33 平均（歳）

現在の年齢 37.88

発症年齢 31.73

基本情報（年齢と性別）
全国

女性（１） 28

男性（２） 5

LGBT（３） 1

82%

15%

3%

性別(全国)

1 2 3

Female

Male
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発症年（西暦）

1981-1985
3%

1986–1990
6%

1991–1995
0%

1996–2000
3%

2001–2005
0%

2006–2010
6%

2011-2015
9%

2016-2020
27%

2021–2025
46%
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なし・不明

21%

感染症

25%

COVID-19
21%

精神的ストレス

6%

COVID-19ワクチン接種

9%

その他ワクチン

6%

外傷・手術

6%

下痢

3%

自己免疫疾患

3%

臨床的に疑われた発症の契機

（橋本病）

（COVID-19以外
疑い含む）

インフルエンザワクチン２名

抜歯１

コミナティ１名
ファイザー２名

図4



既往歴
既往歴（小児期） 既往歴（成人期）

喘息２
蕁麻疹１
アトピー性皮膚炎１
犬猫アレルギー１

川崎病２
若年性リウマチ１

サイトメガロ感染症１

先天性心奇形２

起立性調節障害１

64%
15%

9%

6%
3%3%

なし

アレルギーやアトピー

その他

自己免疫疾患

感染症

起立性調節障害

70%

12%

6%

3%
3%

3%3%
なし

アレルギー

精神的ストレス

外傷・手術

その他

起立性調節障害

自己免疫疾患

アレルギー４
（ダニ１、食物２、鼻炎１）

膠原病（強皮症？）１

適応障害１
パニック障害１

POTS１

骨折１
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診断基準（カナダ基準）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

あり なし

★ ★ ★ ★

★をすべて満たす 基準を満たす
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併存疾患（カナダ基準）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

除外診断（併存可能）

あり なし

抗TPO抗体陽性１
ACTH/cortisol低値１
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0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全国あり 全国なし

診断基準（厚労省研究班基準）

★ ★ ★ ★ ★

除外困難な理由
橋本脳症？1例

★をすべて満たす 基準を満たす
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ふたつの診断基準の一致率

実数（33例中） %

両者とも「満たす」 16 48.5

両者とも「満たさない」 6 18.2

カナダ基準のみ「満たす」 5 15.2

研究班基準のみ「満たす」 5 15.2

不明 1 3.0

49%

18%

15%

15%

3%両者とも「満たす」

両者とも「満たさない」

カナダ基準のみ「満たす」

研究班基準のみ「満たす」

不明
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バーは平均値

重症度（PS）
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診察所見
一般内科診察

異常あり 異常なし

神経内科診察

異常あり 異常なし

• 左下垂足
• 筋力低下（軽度）
• 筋力低下、腱反射低下、呼吸不全
• 筋力低下（臥床）
• 右上下肢軽度筋力低下(give-way）、右上肢振戦、

Mann徴候、右眼軽度Ptosis
• 複視、対麻痺
• 左間欠性外斜視
• 下肢脱力、眼瞼下垂、FNDの所見複数
• 日によって左右が入れ替わる自発痛や感覚障害

• 微熱
• 微熱
• 微熱
• 微熱、好酸球増多

• 体重減少（49㎏ 37.5
㎏）

• 高度肥満
• 肥満

• 下肢浮腫、紅斑
• 両手頸部の痒疹
• 甲状腺腫大
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0%

10%

20%

30%

40%
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60%

70%

80%

90%

100%

全国 全国 全国 全国 全国 全国

血液検査の異常 髄液検査の実施 内科画像検査の異

常

頭部MRIの実施 脳血流SPECTの実

施

その他の検査の実

施

あり なし

検査異常

施行６例
全て正常

遺残胸腺 施行25例
正常23例
動脈瘤１
脳幹病変１

施行7例
異常なし２
その他５

NCS施行6例
脳波5例
筋生検1
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薬物治療
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アマンタジン1
エルカルチン２
リボトリール１
ソルメドロール２
ビタメジン1
加味逍遙散1
十全大補湯1
人参養栄湯２
八味地黄丸１
補中益気湯2
六君子湯1

ロゼレム５
ルネスタ４
デエビゴ２
メラトニン１
エチゾラム１
マイスリー１
セロクエル１
ワイパックス１
ベルソムラ１
トラゾドン１
ランドセン１

アセトアミノフェン
ロキソニン
ナイキサン
ジクロフェナク坐剤
ジクトルテープ

テグレトール
タリージェ
プレガバリン

トリプタノール
デュロキセチン

レペタン坐剤
フェントステープ
トラムセット
トラマール
ワントラム

ノイロトロピン
エチゾラム
マクサルト
桂枝加朮附湯

一剤：6名
二剤：5名
三剤：6名
四剤：1名
五剤：1名

疲労に対して 睡眠薬
鎮痛薬
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トリプタノール
デュロキセチン
パロキセチン
ミルタザピン
オランザピン
クエチアピン
ベンラファキシン
アタラックスP
アナフラニール
アルプラゾラム
セルシン
エチゾラム
リボトリール
デパケン

エンレスト（ARNI)
アムロジピン
メトリジン

ビオスリー
ミヤBM

レバミピド
ファモチジン
ボノプラザン
ランソプラゾール

セレキノン

カマグ
ピコスルファート

メトトレキセート
タクロリムス
プレドニン
ベタメタゾン

バルトレックス
ゾビラックス

ルパフィン
アレグラ

ビタミンB、B12、B1
ビタミンC
ヤクルト１０００
ヨーグルトR1
スターリーミルクゴールドEx
Ca,Mg
プラセンタ

サアミオン
ドネペジル

ミグシス
フィコンパ

抗精神薬 消化器系薬
免疫・アレルギー
抗ヘルペス薬

その他CNS薬

サプリメントなど

循環器薬
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非薬物治療や生活指導
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鍼灸
マッサージ
和温療法
反復磁気刺激療法
カウンセリング
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